
 

（第２号様式）   
令和６年５月 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立平塚農商高等学校  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の基礎学

力を充実・定着

させ、学科併置

の特色をいか

し、磨き合う学

習活動の工夫・

改善に取組む。 

②国際化、６次

産業化を視野に

入れた教育課程

の充実を図る。 

①生徒の基礎学
力を充実・定着
させるための学
習活動の工夫や
改善に取組む。 
②農業科、商業
科のそれぞれの
強みをいかした
授業展開を模索
する。 
 

①朝学習の教材
や指導方法を工
夫する。また、
学 習 活 動 の 充
実・改善に向け
た相互授業見学
の実施、職員研
修や ICT 利活用
を推進する。 
②国際化や６次
産業化を視野に
入れた各科の特
色をいかした授
業を展開し、各
科が連携した取
組を行う。 

①授業改善のため
の研修を年３回以
上実施できたか。 
①生徒による授業
評価で授業のあり
方や学習状況につ
いて改善が見られ
たか。 
②施設設備を活用
し、各学科の特色
をいかした効果的
な内容の取組がで
きたか。 
 

     

２ 生徒指導・支援 

①生徒が安全・

安心に学校生活

を送るための指

導を充実させ、

生徒自らが主体

的に行動し、新

たな社会的課題

に対応できる人

材の育成を図

る。 

②責任感や連帯

感の醸成と達成

感が得られるよ

う生徒主体の活

動を充実させ

る。 

 

 

 

①生徒が抱える

不安や悩みにつ

いて、情報共有

を行い早期に対

応できる組織的

な体制を構築す

る。 

②学校生活のあ

らゆる場面で生

徒が自主的・積

極的に活動でき

るような指導体

制を構築する。 

②農商メディア

センターを生徒

が安心して過ご

せる居場所及び

授業において調

査・探究できる

施設として整備

していく。 

①生徒の不安感

を取り除くため

のアンケートを

実施し、一人ひ

とりに寄り添っ

た指導を行う。 

①各種活動が効

率的に進められ

るように指導体

制を整備する。

②生徒が積極的

に活動できる環

境整備と意識改

革を図る。 

②農商メディア

センターを居心

地のよい場所と

し て 整 備 し 、

様々なデータを

利用者が使いや

すいようにサイ

ト集としてまと

める。 

①不安を抱える生

徒について、職員

一人ひとりが適切

な対応を行うこと

ができたか。 

①生徒が学校生活

で安心感を持てる

状況を作り上げる

ことができたか。 

②部活動の登録状

況と実績。委員会

の活動実績。 

②各種行事運営等

で生徒が連携して

積極的に活動する

ことができたか。 

②利用冊数、来館

者数、授業での活

用数を前年度以上

とすることができ

たか。 

     

３ 進路指導・支援 

①社会の動向に

柔軟に対応でき

る産業人とし

て、産業構造の

変化や社会のニ

ーズ等に対応し

た人物育成を推

進する。 

②キャリア教育

①地域社会から

の期待に応え、

様々な産業にお

いてしなやかに

活躍する人材の

育成を図る。 

②専門的な学習

を通して身に着

けた知識・技術

①進路支援体制の

充実を図るととも

に、日常的なビジ

ネスマナー教育を

より一層推進し、

社会人に求められ

る基礎的な力を育

む。 

②高校での学習活

①進路相談体制や 

進路学習会等の充 

実が図られたか。 

①社会で必要とさ 

れる基本的なビジ 

ネスマナーを身に 

付けさせることが 

できたか。 

②日常の学習や資 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

の充実を図り、

高い専門性を持

つスペシャリス

トを育成する。 

 

 

 

をいかしなが

ら、社会に貢献

しようとする意

欲と態度を身に

付けたスペシャ

リストを育成す

る。 

 

動と実社会におけ

る職業生活とのつ

ながりについて考

えさせ、見通しを

持ち主体的に学習

に取組むよう支援

する。 

格取得への取組み等

を通じ、専門分野に

関する実践的な知

識・技術の定着が実

現できているか。 

４ 地域等との協働 

①農業科や商業

科の専門教育活

動について積極

的に地域に広報

し、ＰＲすると

ともに、魅力あ

る学校づくりを

推進する。 

②農業科、商業

科それぞれの高

い専門性の知識

と技術をいかし

つつ、社会に貢

献することがで

きる生徒を育成

する。 

①農業科・商業

科における専門

的学びの魅力を

広く発信し、Ｐ

Ｒしていく。 

②地域協働や産

学官連携等、

様々な取組を行

い、地域の特性

を生かした学校

づくりを推進す

る。 

①学校ＰＲの機

会拡大と、内容

充実を図り、本

校の魅力を広く

伝えていく。 

②地域の幼少中

学校や地域団体

と の 連 携 （ 見

学・体験学習・

企画参加等）を

深め、地域から

求められる学校

を目指す。 

①学校説明会の依

頼実績、学校説明

会・体験入学等の

参加率やアンケー

ト集計内容等の実

績。 

②地域からの依頼

実績や協働の機会

拡大に努められた

か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①信頼と期待に

応える学校づく

りを推進するた

め、事故・不祥

事防止を徹底

し、教職員の意

識醸成や校内環

境及び組織体制

の整備をする。 

②安心で快適な

教育環境の整備

のため、生徒と

向き合う時間を

確保するための

教員の働き方改

革の実現と、組

織的・計画的な

学校安全管理を

推進する 

①定期的な不祥

事防止研修会を

実施し、教職員

の危機管理意識

を高める。 

②ＩＣＴを活用

した校務の効率

化と勤務時間を

意識した業務や

会議内容を精選

する。 

②災害特性を踏

まえた避難訓練

及び危機管理マ

ニュアルに基づ

いたチェック体

制を着実に実施

する。 

①不祥事防止研

修会等を計画的

に実施し、情報

共 有 す る 。 ま

た 、 報 告 ・ 連

絡・相談を円滑

に行い、不祥事

防止に努める。 

②職員一人ひと

りが勤務時間を

意識するととも

に、校務の効率

化を図る。 

②生徒・職員対

象の ＤＩＧ研修

や計画的な防災

避難訓練を実施

する。 

①事故・不祥事件

数ゼロを達成した

か。 

②勤務時間後の退

勤を促すととも

に、自己研鑽や教

材研究に向けた時

間を確保すること

ができたか。 

②生徒・職員対象

の災害特性を踏ま

えたＤＩＧ研修や

計画的な防災避難

訓練の実施によ

り、防災意識を高

めることができた

か。 

     

 

 


